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  （百万円未満切捨て）

１．2020年３月期第３四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年12月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期第３四半期 32,394 20.1 1,302 － 1,593 － 1,258 － 

2019年３月期第３四半期 26,963 △14.5 △240 － 85 △96.5 △68 － 
 
（注）包括利益 2020年３月期第３四半期 1,842 百万円 （－％）   2019年３月期第３四半期 △1,526 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2020年３月期第３四半期 141.89 － 

2019年３月期第３四半期 △7.54 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期第３四半期 58,798 34,757 59.1 4,113.65 

2019年３月期 64,756 35,234 54.4 3,897.68 
 
（参考）自己資本 2020年３月期第３四半期 34,756 百万円   2019年３月期 35,232 百万円 
 
 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2019年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00 

2020年３月期 － 0.00 －     

2020年３月期（予想）       100.00 100.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 
 
３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 44,700 △1.1 1,780 26.6 2,080 17.4 1,320 28.7 145.17 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
 



 

※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年３月期３Ｑ 9,323,074 株 2019年３月期 9,323,074 株 

②  期末自己株式数 2020年３月期３Ｑ 874,103 株 2019年３月期 283,723 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期３Ｑ 8,867,410 株 2019年３月期３Ｑ 9,108,896 株 

 

（注）期末自己株式数には、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式（2020年３月期３Ｑ 84,400株、2019年

３月期 －株）が含まれております。また、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式を、期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めております（2020年３月期３Ｑ 42,200株、2019年３月期３Ｑ 

－株）。 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想

に関する事項は添付資料２ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

 

（決算補足説明資料の入手について） 

決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しており、また、当社ホームページに掲載しております。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）の連結業績は、機械・プラント事業に

おいて厳しい事業環境が継続しているものの、物流ソリューション事業が堅調に推移していることにより、売上高

は323億94百万円（前年同四半期比20.1％増）、営業利益は13億２百万円（前年同四半期は営業損失２億40百万

円）となりました。経常利益は15億93百万円（前年同四半期比1,760.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は投資有価証券の売却などにより12億58百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失68百万円）

となりました。 

 

セグメントの業績は次の通りであります。 

 

①物流ソリューション事業 

空港向け設備案件や小売、生協向けの「マルチシャトル」を組み込んだ庫内自動化設備案件を中心に売上計上

されました。この結果、当事業の売上高は198億６百万円（前年同四半期比18.7％増）、営業利益は売上高の増

加に加え、大型案件の採算の改善などにより13億69百万円（同1,625.6％増）となりました 

 

②機械・プラント事業 

新設案件に係る低調な受注環境から変化が見られない中、メンテナンス案件を中心に売上計上され、当事業の

売上高は69億８百万円（前年同四半期比39.9％増）となりました。営業損益では、過年度に計上した工事案件に

係る引当金の戻し利益の発生などにより営業損失は93百万円（前年同四半期は営業損失９億25百万円）となりま

した。 

 

③その他 

主に、子会社それぞれの特性を生かして産業用機械や一般建築、環境調査などへの事業展開に注力した結果、

売上高は56億79百万円（前年同四半期比6.4％増）、営業利益は６億45百万円（同26.6％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は320億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ68億14百万

円減少しました。これは主に受取手形及び売掛金が82億３百万円減少し、仕掛品が18億81百万円増加したことに

よるものです。固定資産は267億６百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億56百万円増加しました。これは

主に建物及び構築物が９億59百万円増加したことによるものです。

この結果、総資産は587億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ59億57百万円減少しました。

 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は166億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ53億６百万

円減少しました。これは主に短期借入金が15億０百万円、未払費用が35億47百万円、それぞれ減少したことによ

るものです。固定負債は74億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億74百万円減少しました。 

この結果、負債合計は240億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ54億81百万円減少しました。 

 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は347億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億76百

万円減少しました。これは主に親会社株主に帰属する四半期期純利益12億58百万円、剰余金の配当９億３百万

円、自己株式の取得14億15百万円及びその他有価証券評価差額金の増加５億92百万円によるものです。 

この結果、自己資本比率は59.1％（前連結会計年度末は54.4％）となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の連結業績予想につきましては、2019年５月14日に公表しました業績予想数値から変更ありませ

ん。 

なお、業績予想は、現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,666 6,722 

受取手形及び売掛金 23,267 15,063 

リース投資資産 1,499 1,067 

商品及び製品 38 34 

仕掛品 4,252 6,134 

原材料及び貯蔵品 1,670 1,841 

その他 534 1,243 

貸倒引当金 △22 △16 

流動資産合計 38,906 32,092 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,321 4,280 

機械装置及び運搬具（純額） 1,021 1,003 

工具、器具及び備品（純額） 310 348 

土地 10,556 10,556 

建設仮勘定 622 224 

その他（純額） 12 15 

有形固定資産合計 15,845 16,429 

無形固定資産 357 361 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,671 9,230 

繰延税金資産 63 28 

退職給付に係る資産 332 89 

その他 868 854 

貸倒引当金 △289 △287 

投資その他の資産合計 9,646 9,916 

固定資産合計 25,850 26,706 

資産合計 64,756 58,798 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,570 1,385 

短期借入金 7,849 6,349 

1年内返済予定の長期借入金 514 1,080 

未払費用 7,534 3,987 

未払法人税等 659 193 

前受金 2,020 2,512 

賞与引当金 227 63 

受注損失引当金 121 67 

完成工事補償引当金 555 398 

その他 870 578 

流動負債合計 21,922 16,616 

固定負債    

長期借入金 4,627 4,034 

繰延税金負債 1,267 1,844 

再評価に係る繰延税金負債 1,095 1,095 

退職給付に係る負債 358 174 

資産除去債務 224 249 

その他 27 27 

固定負債合計 7,599 7,425 

負債合計 29,522 24,041 

純資産の部    

株主資本    

資本金 18,580 18,580 

資本剰余金 1,273 1,273 

利益剰余金 14,549 14,764 

自己株式 △1,077 △2,354 

株主資本合計 33,324 32,263 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,621 3,214 

繰延ヘッジ損益 － 4 

土地再評価差額金 106 106 

為替換算調整勘定 △759 △785 

退職給付に係る調整累計額 △61 △47 

その他の包括利益累計額合計 1,907 2,492 

非支配株主持分 1 1 

純資産合計 35,234 34,757 

負債純資産合計 64,756 58,798 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 26,963 32,394 

売上原価 23,043 26,247 

売上総利益 3,919 6,147 

販売費及び一般管理費 4,159 4,844 

営業利益又は営業損失（△） △240 1,302 

営業外収益    

受取利息 9 6 

受取配当金 296 260 

為替差益 － 0 

その他 120 75 

営業外収益合計 426 343 

営業外費用    

支払利息 37 42 

為替差損 34 － 

その他 28 10 

営業外費用合計 100 53 

経常利益 85 1,593 

特別利益    

投資有価証券売却益 74 578 

負ののれん発生益 87 － 

その他 23 0 

特別利益合計 185 579 

特別損失    

投資有価証券評価損 190 93 

合併関連費用 － 24 

その他 98 10 

特別損失合計 289 128 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△18 2,043 

法人税、住民税及び事業税 194 416 

法人税等調整額 △143 369 

法人税等合計 50 786 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69 1,257 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△68 1,258 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △0 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △1,401 592 

繰延ヘッジ損益 △0 4 

為替換算調整勘定 △40 △25 

退職給付に係る調整額 △13 13 

その他の包括利益合計 △1,457 584 

四半期包括利益 △1,526 1,842 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,525 1,842 

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △0 

 

- 5 -

トーヨーカネツ㈱（6369）2020年３月期第３四半期　決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

１．自己株式の取得及び処分 

2019年５月14日及び同年11月12日開催の取締役会決議に基づく自己株式の取得等により、当第３四半期連結累

計期間において自己株式が1,415百万円増加しました。 

また、2019年８月８日開催の取締役会決議に基づき、2019年８月26日に自己株式の処分を行ったため、当第３

四半期連結累計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ138百万円減少しました。 

 

（追加情報）

１．取締役等に信託を通じて自社の株式を交付する取引 

当社は、第２四半期連結会計期間より、取締役（監査等委員である取締役、社外取締役を除く。）及び取締役

でない常務執行役員以上の執行役員（以下、あわせて「取締役等」という。）の報酬と当社の中長期的な業績及

び株式価値との連動性を明確にし、取締役等が株価の連動による利益・リスクを株主の皆様と共有することで、

これまで以上に当社の中長期的な業績向上と企業価値増大への貢献意欲を高めることを目的として、取締役等に

対する、信託を用いた業績連動型株式報酬制度を導入しております。 

当該信託契約に係る会計処理については、「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務

上の取扱い」（実務対応報告第30号 平成27年３月26日）に準じております。 

 

（１）取引の概要 

当社が指定する信託（以下、「本信託」という。）に金銭を信託し、本信託において当社株式の取得を行

い、各取締役等に対して、中期経営計画の各事業年度終了時に当社取締役会が定める株式交付規程に従って

ポイントが付与され、役員に対する業績連動型株式報酬制度株式給付規程に定める在任中の一定時期あるい

は取締役等の退任時に、それまで累積したポイント数に応じた当社株式が本信託を通じて交付されます。 

 

（２）信託に残存する自社の株式 

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己

株式として計上しております。当第３四半期連結会計期間末の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、149

百万円、84,400株であります。 

 

２．台風15号及び19号による被害の状況について 

2019年９月に発生した台風15号及び10月に発生した台風19号により、当社の千葉事業所及びたな卸資産が被害

を受けております。これに伴う損害並びに復旧費用等が発生する見込みですが、保険による補填額を含め、現時

点では実質損害額を合理的に見積もることが困難であることから、災害損失引当金及び保険金収入の未収計上を

行っておりません。 
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日） 

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

調整額 合計 
 

物流ソリュー
ション事業 

機械・プラ
ント事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 16,690 4,936 21,626 5,336 － 26,963 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 570 △570 － 

計 16,690 4,936 21,626 5,907 △570 26,963 

セグメント利益又は損失（△） 79 △925 △846 879 △273 △240 

（注）「その他」の区分は、建築請負、産業用設備・機器の製造・販売、不動産賃貸、リース業、アスベスト等

の調査・測定及び分析等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

利益又は損失 金額（百万円）

報告セグメント計 △846

「その他」の区分の利益 879

全社費用（注） △273

その他の調整額 －

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失（△） △240

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。

 

３．報告セグメント毎の固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

第１四半期連結会計期間において、環境リサーチ株式会社を子会社としたことに伴い、負ののれん発生益87百

万円を特別利益に計上しております。

なお、当該負ののれん発生益は特定の報告セグメントに係るものではなく、「その他」の区分で認識してお

ります。

 

- 7 -

トーヨーカネツ㈱（6369）2020年３月期第３四半期　決算短信



Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年12月31日） 

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

調整額 合計 
 

物流ソリュー
ション事業 

機械・プラ
ント事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 19,806 6,908 26,714 5,679 － 32,394

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ － － 90 △90 －

計 19,806 6,908 26,714 5,770 △90 32,394

セグメント利益又は損失（△） 1,369 △93 1,276 645 △619 1,302

（注）「その他」の区分は、建築請負、産業用設備・機器の製造・販売、不動産賃貸、リース業、アスベスト等

の調査・測定及び分析等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 1,276

「その他」の区分の利益 645

全社費用（注） △619

その他の調整額 －

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 1,302

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。

 

３．報告セグメント毎の固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

該当事項ありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項ありません。 
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３．補足情報

（１）受注及び受注残高の状況

 

（受注の状況）

事業の種類別セグメント

前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
19,263 70.5 28,257 79.6 8,994 46.7 

(610) (2.2) (475) (1.3) (△135) (△22.1)

機械・プラント事業
7,027 25.7 6,362 17.9 △664 △9.5 

(1,584) (5.8) (969) (2.7) (△614) (△38.8)

その他
1,031 3.8 893 2.5 △137 △13.4

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

合計
27,322 100.0 35,514 100.0 8,191 30.0

(2,194) (8.0) (1,445) (4.1) (△749) (△34.1)

（ ）内は内数であって、海外受注高を示しております。

 

（受注残高の状況）

事業の種類別セグメント

前連結会計年度末
（2019年３月31日）

当第３四半期連結会計期間末
（2019年12月31日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
21,693 69.6 30,144 77.1 8,450 39.0

(47) (0.2) (89) (0.2) (41) (88.5)

機械・プラント事業
9,023 28.9 8,478 21.7 △545 △6.0

(906) (2.9) (342) (0.9) (△564) (△62.2)

その他
452 1.5 499 1.3 46 10.2

(－) (－) (－) (－) (－) (－)

合計
31,170 100.0 39,122 100.0 7,951 25.5

(954) (3.1) (431) (1.1) (△522) (△54.7)

（ ）内は内数であって、海外受注残高を示しております。
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